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 ※平成 31年 5月に改元が予定されていますが、わかりやすい表記とするため、平成 31年度以降も「平成」を使用 
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第 28号 

 
 ニュース 

「なごやか地域福祉２０１５」の推進状況をお知らせするためのニュースです 
 

 

 

平成 28年 6月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」では、子ども・

高齢者・障がい者などすべての人が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合う

ことができる社会「地域共生社会」の実現が示されています。 

地域住民が互いに支えあいながら、行政や専門機関と一緒に、暮らしの困りごと

を解決していけるような社会を目指しています。 

キーワードは「地域共生社会」の実現！ 

 

公式ホームページでは、計画の推進状況を 
順次お知らせしています。  なごやか地域福祉２０１５ 検索 
今年度で「なごやか地域福祉２０１５」の推進４年目となりますが、並行して次期計画で

ある「なごやか地域福祉２０２０」（5か年計画）の策定が始まります。３０年度から 2か

年かけて、現計画の実施状況や社会情勢、国の動向等を踏まえ策定します。 

そもそも「なごやか地域福祉２０１５」とは？ 

 

 

本市の地域福祉の目指すべき方向性を示す計画です。市民、地域福祉活動や市民活動

の実践者、関係機関等の意見を反映しながら、名古屋市の「地域福祉計画」と名古屋市

社会福祉協議会の「地域福祉推進計画」とを一体的に策定し、平成 27年度より推進し

ています。 

２０１５の推進 

２０２０の策定 ２０２０の推進 

市民委員を募集します！（平成 30年 5月 31日〆切） 

 新たな計画策定にあたり、市民の立場から建設的なご意見・ご提案をいただける委員を募

集します。詳細は本市ホームページでご確認ください。 

  
http://www.city.nagoya.jp/ トップページ＞暮らしの情報＞イベント・募集の情報＞募集 

【名古屋市地域福祉計画・地域福祉推進計画策定懇談会の市民委員を募集します。】 

http://www.city.nagoya.jp/


                                         
 

【編集・発行】 名古屋市健康福祉局高齢福祉部地域ケア推進課・名古屋市社会福祉協議会地域福祉推進部  

                                         Tel 052-972-2548 ／ Fax 052-955-3367  

◎公式ホームページ http:// www.city.nagoya.jp/ 市政情報＞分野別の計画・指針・調査結果＞福祉と健康＞名古屋市地域福祉に関する計画 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

編集責任者の浅井さん 

次回は記念すべき第 500号！！ 

知名度バツグン！広報の力で「おたすけ隊」が身近な存在に【東区・筒井学区】 

 東区筒井学区では、平成 27年にコミセンを相談窓口とするおたすけ隊 

を結成しました。地域住民のちょっとした困りごとの相談を受け付け、 

ボランティアでできることをお手伝いしています。おたすけ隊は筒井学区 

の中でも知名度バツグンで、様々な生活上の相談が寄せられています。 

そこに一役買っているのが「おたちゃん新聞」です。 
 

 おたちゃん新聞は、毎月発行され、おたすけ隊への相談内容や活動状況、 

地域のお役立ち情報等をまとめています。「やってきたことの足跡を残した 

い」との思いから始まり、毎月継続することで、徐々に認知度も増加。今 

では地域の方から「おたすけ隊があるから安心できる」といった声も聞か 

れます。目を引くデザインで、組み回覧でも手に取りやすいというのもポイントです。 

おたすけ隊が浸透することで、地域からの協力も得やすく、様々

な取り組みにも波及しています。昨年、「犬の散歩中に見守りができ

たらいい」との発想から「筒井わんわんパトロール隊」が立ち上が

り、多くの協力者のもと見守り活動を行っています。 

今後も“無理なく楽しく”発信し続けることで、地域に根差した

おたすけ隊を目指します。 左から河津相談員、傍島隊長、社協野澤さん 

様々なプロジェクトは“新鮮なうちに”、学区の課題や会計報告などは“ガ

ラス張り”で伝えているそうです。これが地域への関心と信頼につながって

いるのでしょう。企画運営する人、お手伝いする人、参加する人など、住民 

が様々な形で地域活動に参加する機会となっている広報紙です。 

地域の活動に「参加する」機会をつくる広報活動 【天白区・平針南学区】 

 天白区平針南学区では、昭和 50年から「平針ニュース」を毎月、休むことなく発行して、 

住民や市役所をはじめとする関係機関への配布や、ホームページでの発信をしています。 

紙面には「コミセン産直朝市」「ふれあい給食・配食」「地域支えあい」「お助け・見守り」

「スイセン復活プロジェクト」などのタイトルがならび、活動の多様さがうかがえます。地域

の話題はたいてい「あ、平針ニュースに載っていたアレね」で通じることが多いそうです。 

「全ての住民が地域の情報を知り、参加する権利があります」と

編集責任者の浅井さん。以前は、自治会加入世帯だけに配られて

いたニュースですが、6 年前の地域委員会設置を機に全戸配布と

し、大勢の住民が 3,000部の仕分け、配達に携わっています。 

これが顔見知りを増やし、見守りや自治会への 

加入、行事への参加につながっています。 

http://www.city.nagoya.jp/

